
元
結
の
詩
文
に
お
け
る
活
渓
と

は
じ
め
に

(
七
…
九
i

七

七

…

一

)

(

七

六

一

〉

に

制

作

し

(
l
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た
「
大
協
同
中
興
頒
」
は
、
拙
論
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、

両
京
の
回
復
を
成
し
遂
げ
、
協
同
王
朝
の
中
興
を
も
た
ら
し
た
粛
宗
の

徳
を
称
美
す
る
と
と
も
に
、
安
史
の
乱
、
が
未
だ
平
定
さ
れ
て
い
な
い

現
状
に
対
し
て
、
両
京
mm
復
時
、
君
回
が
心
を
…
に
し
、
賞
罰
が
時

を
得
て
い
た
こ
と
を
想
起
し
、
李
聯
関
の
ご
と
き
好
毘
を
除
く
こ
と

を
訴
え
た
規
諜
の
作
と
し
て
読
む
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
こ

の
頒
は
、
「
能
令
大
君
、
声
容
訟
話
、
不
在
斯
文
。
湘
江
東
部
、
中

高
濃
渓
、
石
露
天
斉
。
可
嬉
一
可
錆
、
刊
此
頒
薦
、
何
千
万
年
。
(
能

く
大
君
を
し
て
、
声
容
一
沿
い
出
た
ら
し
む
る
は
、
新
の
文
に
在
ら
ざ
ら

ん
や
。
期
江
東
西
し
、
中
活
渓
に
蕗
り
、
石
山
原
は
天
と
斉
し
。
磨
く

べ
く
鱗
る
べ
し
、
此
の
煩
を
刊
め
ば
、
何
ぞ
千
万
年
の
み
な
ら
ん

や
。
ご
の
九
匂
が
付
加
さ
れ
、
顔
真
綿
の
捧
肇
に
よ
っ
て
、
一
冗
結
の

「
大
唐
中
興
頒
」

力日

藤

敏

(
七
七
二

に
語
渓
(
湖
南
省
祁
陽
県
南
)

死
の
前
年
、

の
摩
山
肢
に
刻
さ
れ
た
。

一
元
結
が
こ
の
頒
を
活
渓
に
刻
し
た
意
向
倒
、
が
、
粛
宗
の
盛
徳
と
躍
の

中
興
、
を
永
遠
に
伝
え
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
の

付
加
さ
れ
た
頒
文
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
煩
が

ま
た
規

J

諌
の
作
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
を
刻
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
そ
の
規
諌
の
患
い
を
も
久
遠
に
伝
え
ん
と
す
る
意
図
が
込
め
ら

れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
「
大
躍
中
興
頒
」
が
活
渓
に
刻
さ
れ

た
こ
と
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
活

渓
は
当
時
の
元
結
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
空
間
と
し
て
表
象
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
稿
は
、
「
大
唐
中
盤
ハ
一
頒
」
が
世
に
対
す
る
規
諒
の
意
を
寓
し
た

も
の
で
も
あ
っ
た
と
す
る
立
場
に
よ
り
、
そ
れ
が
活
渓
に
刻
ま
れ
た

こ
と
の
解
釈
を
通
し
て
、
晩
年
の
元
結
の
文
学
、
と
り
わ
け
元
結
に

お
け
る
認
識
の
文
学
の
意
味
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
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期
務
省
祁
mm燥
の
南
、
東
拐
に
流
れ
る
湖
水
の
南
岸
の

地
に
あ
っ
た
無
名
の
渓
谷
で
あ
り
、
一
応
絡
が
購
入
し
、
活
渓
と
名
付

け
た
も
の
で
あ
る
の
彼
が
こ
の
地
を
購
入
し
た
時
期
に
つ
い
て
、
孫

F2d 

望
氏
『
一
本
次
山
年
譜
』
は
、
そ
の
大
腐
二
年
(
七
六
七
)
の
条
に
、
「
公

有
培
台
銘
、
間
足
歳
六
月
ト
五
日
刻
石
。
度
祁
陽
。
(
公
に
婚
ム
口
の
銘

有
り
、
農
の
綾
六
月
十
五
日
石
に
刻
す
。
祁
陽
に
在
り
。
)
」
と
記
し
、

「
按
六
月
十
瓦
日
係
刻
石
年
月
、
期
此
銘
或
本
年
春
樹
、
道
経
祁
陽

時
所
作
、
亦
未
可
知
。
次
山
又
荷
沼
渓
銘
、
一
小
紀
年
月
。
然
読
畑
町
台

銘
、
知
唱
合
実
関
潜
渓
得
名
、
別
渓
銘
之
作
、
宜
高
台
銘
以
前
也
。
(
按

ず
る
に
六
月
十
一
丸
日
は
石
に
刻
せ
し
年
月
に
係
れ
ば
、
則
的
ち
此
の
銘

は
或
は
本
年
春
の
閥
、
道
祁
問
仰
を
経
し
時
作
る
所
な
る
も
、
亦
た
未

だ
知
る
べ
か
ら
ず
。
次
山
に
又
清
一
様
の
銘
有
り
、
年
月
を
紀
せ
ず
。

然
れ
ど
も
崎
台
の
銘
を
読
め
ば
、
結
台
は
中
市
ん
は
活
援
に
間
り
て
名
を

得
る
を
・
知
れ
ば
、
別
ち
渓
の
銘
の
作
は
、
宜
し
く
台
の
銘
以
前
に
在

る
べ
き
な
り
。
ご
と
一
言
い
、
「
稽
渓
銘
」
の
制
作
年
を
「
疑
大
跨
元

年
二
年
間
作
」
と
し
て
い
る
の
こ
れ
に
対
し
て
楊
承
抱
氏
「
元
結
年

一
緒
」
は
、
永
泰
局
一
年
(
大
勝
元
年
七
六
六
)
に
こ
の
地
を
得
、
活

渓
と
名
付
け
て
印
刷
を
常
ん
だ
と
し
て
い
る
。
氏
は
、
元
絡
が
永
泰
元

、
道
州
制
史
の
峡
が
満
ち
、
道
州
よ
り
衡
陽
に
五
り

命
を
待
っ
て
い
た
時
の
作
、
「
劉
侍
御
月
夜
議
会
」
詩
に
「
我
従
蒼

梧
来
、
将
耕
侶
山
田
。
蹴
顕
為
故
人
、
立
復
停
帰
舟
。
(
我
蒼
嬉
よ

り
来
た
り
、
将
に
田
山
の
出
を
耕
さ
ん
と
す
。
伽
腕
顕
し
て
故
人
の
為

に
、
立
ら
く
俗
慌
た
帰
舟
を
停
む
。
)
」
と
あ
り
、
こ
の
時
に
元
結
は
北

へ
帰
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
と
す
る
。
そ
し
て
翌
永
泰
二
年
(
大
暦

元
年
)
、
元
結
は
再
び
道
州
刺
史
を
授
け
ら
れ
て
祁
陽
を
経
過
す
る

が
、
大
暦
二
年
(
七
六
七
〉
六
月
に
は
「
梧
ム
口
銘
」
、
が
刻
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
大
麿
二
年
作
の
「
欽
乃
曲
」
に
「
活
渓
形
勝
満
潮
中
」
の

勾
が
あ
り
、
す
で
に
「
活
渓
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る

か
ら
、
活
渓
の
地
を
入
手
し
た
の
は
、
永
泰
二
年
(
大
麓
元
年
}
中

{4} 

と
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
桂
多
諜
氏
も
司
港
渓
志
』
に
お
い
て
、

楊
承
抱
氏
と
向
様
、
一
市
渓
を
入
手
し
た
の
は
永
泰
二
年
(
大
暦
元
年
)

と
す
る
の
こ
と
に
按
氏
は
、
そ
の
時
期
を
、
元
結
が
再
び
道
州
刺
史

を
授
け
ら
れ
、
祁
問
慨
を
経
過
し
た
時
で
あ
る
と
推
測
し
て
い
る
。

楊
京
福
氏
が
引
く
「
欽
乃
曲
」
の
他
に
、
永
泰
二
年
(
大
麿
元
年
)

の
作
「
説
制
渓
招
退
脅
」
詩
に
も
「
活
渓
石
下
多
泉
源
(
活
渓
右
下

泉
源
多
し
)
」
の
匂
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
活
渓
購
入
の
時

期
は
、
一
一
氏
の
指
摘
す
る
ご
と
く
、
永
泰
二
年
(
大
暦
元
年
)
中
で

あ
る
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
穆

活
渓
を
入
手
し
た
の
が
、
再
び
道
州
制
史
を
授
け
ら
れ
た
顕
で
あ

っ
た
と
す
る
と
、
道
州
刺
史
の
峡
が
満
ち
、
「
我
従
蒼
槙
来
、
将
耕

(16) 



問
山
問
。
」
と
、
帰
郷
を
志
し
て
い
た
元
結
が
再
び
道
州
料
史
を
持
し
、

さ
ら
に
容
府
都
督
兼
侍
御
史
本
管
計
略
使
を
授
け
ら
れ
、
母
を
一
活
渓

に
残
し
て
赴
任
し
た
こ
と
の
背
後
に
は
、
や
は
り
李
酪
隠
の
「
容
州

計
略
使
元
結
文
集
後
序
」
に
一
一
一
一
問
う
「
児
情
子
第
五
埼
記
載
、
故
英
将

兵
不
得
授
、
作
官
不
全
遠
、
母
老
不
得
尽
弦
(
リ
露
、
母
喪
不
得
終
其
哀
。

(
第
五
時
…
兄
載
に
憎
ま
る
、
故
に
其
の
兵
を
将
ゐ
る
も
授
け
ら
る
る

を
得
ず
、
官
と
作
る
も
逮
す
る
に
走
ら
ず
、
母
老
ゆ
る
も
其
の
譲
を

尽
く
す
を
得
ず
、
母
の
喪
に
も
其
の
哀
を
終
ふ
る
を
得
ず
。
ご
と
い

う
状
況
を
想
起
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
摺
渓
の
入
手
も
、
た
だ
こ
の
地

の
ほ
ば
奇
な
水
石
を
よ
し
と
し
た
の
み
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

活
渓
の
地
に
ど
の
よ
う
な
印
刷
が
営
ま
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、

「
搭
蹟
」
「
中
堂
」
「
右
蛍
」
と
い
う
名
称
の
建
物
が
あ
っ
た
こ
と
が
、

彼
の
残
し
た
銘
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
。
ま
た
、
元
総
の
米
子
と
さ
れ

る
元
友
議
が
元
和
十
三
年
(
八
一
八
)
に
活
渓
を
訪
ね
た
時
の
作
「
復

滞
沼
渓
」
詩
、
「
此
問
到
機
一
一
一
歳
、
今
来
援
己
蒼
。
剥
苔
香
築
字
、
薙

草
環
饗
堂
。
引
客
登
ム
口
上
、
呼
挙
掃
樹
芳
。
石
渠
疏
擁
水
、
門
径
新

薬
襲
。
同
地
溝
…
盟
主
、
林
間
側
尽
路
荒
。
悲
涼
間
欝
重
一
、
襲
界
指
霊
楊
。

(
北
田
到
り
し
と
き
織
か
に
三
歳
な
る
に
、
今
来
れ
ば
援
己
に
蒼
な
り
。

誌
を
剥
し
て
築
学
を
者
、
草
を
薙
ぎ
て
審
堂
を
寛
む
。
客
を
引
き
て

台
の
と
に
登
り
、
議
を
呼
び
て
樹
の
芳
ら
を
掃
は
し
む
つ
石
渠
捧
水

を
疏
し

街
地
潜
か
に
、
主
を
吏
め
、
林
間
尽
く

に
問
へ
ば
、
一
謡
界
華
楊
を
指
す
。
)
」
、
が
残
さ
れ

こ
の
詩
か
ら
は
、
荒
れ
果
て
、
他
人
の
所
有
物
と
な
っ

の
地
で
、
父
の
…
一
一
札
穏
を
た
ど
る
か
の
よ
う
に
、
遺
跡
を
た
ず

ね
‘
確
認
し
て
い
る
友
譲
の
姿
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
築
字
」
は
、
元
結
が
ニ
の
地
で
制
作
し
、
刻
し
た
「
活
渓
銘
」
を

は
じ
め
と
す
る
銘
を
い
う
。
友
議
に
と
っ
て
は
、
「
大
唐
中
興
頒
」

で
は
な
く
、
家
警
で
刻
さ
れ
た
銘
に
よ
っ
て
こ
の
活
渓
の
空
間
が
線

認
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
「
書
堂
」
「
一
七
渠
」
「
門
径
」

な
ど
の
一
誌
が
見
え
る
。
こ
の
う
ち
「
石
渠
」
は
、
怯
多
諜
氏
に
よ
れ

ば
、
活
授
の
水
を
川
引
い
て
焔
に
瀧
搬
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と

で
D
V

さ
れ
る
が
、
一
方
で
伺
じ
煩
、
彼
が
道
州
に
お
い
て
、
東
泉
と
名
付

け
た
泉
の
水
を
引
き
、
流
れ
を
庭
に
落
と
し
、
そ
こ
に
生
じ
た
水
の

た
た
ず
ま
い
に
感
動
し
、

て
い
る
が

(17) 

山
林
何
処
無
山
林
何
れ
の
処
か
無
か
ら
ん

弦
地
不
可
逢
弦
の
地
逢
ふ
べ
か
ら
ず

吾
欲
解
綴
錦
吾
綾
傾
を
解
き
て

慢
為
泉
上
翁
使
ち
泉
上
の
翁
と
為
ら
ん
と
欲
す
(
引
東
泉
作
)

と
、
怪
異
な
水
石
の
う
ち
に
あ
る
こ
と
へ
の
願
い
を
詠
じ
て
い
た
こ

と
が
想
起
さ
れ
る
つ
穫
異
な
水
石
を
何
よ
り
好
ん
だ
元
結
が
、
道
州



の
地
と
同
じ
患
い
を
抱
い
て
活
渓
の
地
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は

想
像
に
難
く
な
い
。
こ
の
地
は
元
結
に
と
っ
て
の
自
適
の
空
間
と
し

て
営
ま
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
予
想
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

彼
が
、
活
溌
お
い
て
制
作
し
た
こ
と
が
明
ら
か
な
作
品
と
し
て
は
、

わ
ず
か
に
三
五
日
と
称
さ
れ
る
「
活
渓
銘
」
「
培
台
銘
」
「
屠
顔
銘
」

お
よ
び
「
東
山
鹿
銘
」
が
伝
わ
る
ば
か
り
で
あ
る
お
こ
の
他
に
「
中
堂

銘
」
「
お
営
銘
」
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
「
中
堂
銘
」
は
濯
滅
し
、
「
右(6) 

堂
銘
」
(
大
暦
六
年
刻
)
は
わ
ず
か
数
文
字
が
識
別
で
き
る
の
み
で

あ
る
の
こ
の
他
に
、
孫
望
氏
は
「
梨
、
泉
銘
」
を
活
渓
に
お
け
る
銘
と

す
る
が
、
経
多
諜
氏
は
、
「
湘
江
西
峰
、
直
一
千
陽
江
口
」
と
い
う
「
紫
、

泉
銘
」
序
の
表
現
が
摺
渓
の
地
と
一
致
し
な
い
と
指
摘
し
、
「
袋
町
内
れ

銘
」
は
、
活
渓
に
お
け
る
作
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
ま
た
揚
承
祖

氏
も
「
謀
、
亭
記
」
と
表
現
が
近
い
こ
と
を
挙
げ
、
孫
望
氏
の
説
に
疑

問
を
呈
示
し
て
い
る
。
今
、
柱
、
楊
両
氏
の
説
に
従
う
の

彼
が
こ
の
沼
渓
と
い
う
空
間
を
ど
の
よ
う
に
表
象
し
よ
う
と
し
て

い
た
の
か
を
、
「
治
渓
銘
」
「
培
九
百
銘
」
「
議
頗
銘
」
「
東
山
鹿
銘
」
の
表

現
か
ら
見
て
ゆ
く
こ
と
と
す
る
。

情
渓
在
湘
水
之
十
側
、
北
陸
子
制
。
愛
其
勝
異
、
遂
家
渓
畔

α

渓、

世
知
名
称
者
薦
。
為
自
愛
之
故
命
日
活
渓
、
銘
…
十
渓
口
っ
銘
日
、

(
滞
渓
は
湘
水
の
南
に
夜
り
、
北
の
か
た
湘
に
躍
る
。
其
の
勝
呉

を
愛
し
、
遂
に
渓
畔
に
家
す
の
渓
は
、
世
に
名
称
飯
山
き
者
な
り
の

自
ら
之
を
愛
す
る
が
為
の
故
に
命
、
つ
け
て
活
渓
と
臼
ひ
、
渓
口

に
銘
す
。
銘
に
日
は
く
、
)

潜
水
了
間
湘
水
の
了
間

淵
沼
傍
山
湖
沼
り
て
山
に
傍
ふ

山
間
石
門
山
は
石
内
に
間
関
け

ぽ
伏
流
諜
濃
渓
流
濃
一
議
た
り

山
開
如
何
山
開
け
る
こ
と
如
何

蟻
瞬
双
石
柏
崎
駿
た
る
双
石
あ
り

臨
淵
断
崖
淵
に
臨
む
断
崖

縞
渓
絶
壁
渓
を
照
つ
る
絶
壁

山
実
殊
怪
山
は
実
に
殊
穫
に
し
て

石
又
尤
呉
石
も
又
た
尤
異
な
り

吾
欲
求
退
衰
退
く
を
求
め
ん
と
欲
し

将
老
什
斜
地
将
に
弦
の
地
に
老
い
ん
と
す

渓
は
十
u
く
荒
蕪
し

蕪
没
す
る
こ
と
護
し
久
し

命
づ
け
て
滋
渓
と
日
ひ

一
札
口
が
独
り
有
す
る
を
旋
は
す

人
誰
か
之
に
遊
ば
ん

(7) 

銘

し

て

渓

日

に

在

り

(

活

渓

銘

井

序

)

て
て
誰
も
顧
み
な
い
渓
谷
で
あ
っ
た
。

(l8) 

蕪
ハ
没
護
久

人
誰
遊
之



銘
は
、
先
ず
こ
の
渓
谷
の
た
た
ず
ま
い
を
描
い
て
ゆ
く
っ
湘
水
の
曲

が
り
流
れ
る
所
に
門
の
ご
と
き
石
が
あ
り
、
山
が
開
け
渓
谷
が
現
れ
、

両
側
は
絶
壁
と
な
り
、
渓
流
が
ざ
ら
ざ
ら
と
流
れ
て
い
る
。
一
花
結
は

こ
う
し
た
山
や
一
れ
の
た
た
ず
ま
い
を
、
人
為
を
施
し
て
い
な
い
「
殊

怪
」
「
允
異
」
の
空
間
と
し
て
賞
美
し
、
自
ら
が
老
い
る
に
ふ
さ
わ

し
い
地
で
あ
る
と
し
て
、
自
ら
の
地
の
意
味
を
込
め
て
滞
緩
と
名
付

け
る
の
で
あ
る
。
こ
の
銘
を
特
徴
守
つ
け
て
い
る
の
は
、
憾
異
な
渓
谷

を
見
い
だ
し
、
自
ら
の
も
の
と
し
て
命
名
す
る
意
識
の
表
出
で
あ
り
、

渓
を
自
ら
の
も
の
と
し
た
喜
び
で
あ
る
。
ま
た
、
渓
谷
が
「
殊
怪
」

「
尤
異
」
の
地
で
あ
り
な
が
ら
、
世
人
か
ら
閥
、
み
ら
れ
る
こ
と
な
く

荒
れ
は
て
て
お
り
、
自
ら
が
そ
の
価
値
を
見
い
だ
し
た
と
す
る
表
現

も
、
元
結
の
銘
に
兇
ら
れ
る
特
色
で
あ
る
。

元
結
は
こ
の
活
渓
の
地
に
手
を
入
れ
、
建
物
を
建
て
、
自
ら
の
空

間
と
し
て
営
む
こ
と
と
な
る
。
大
騒
二
年
(
七
六
七
)
に
刻
さ
れ
た

「
崎
台
銘
」
の
序
に
は
「
芯
顕
勝
奥
処
、
悉
為
亭
堂
。
(
石
制
限
勝
呉
の

処
は
、
悉
く
亭
堂
を
為
る
。
)
」
と
あ
り
、
活
渓
を
購
入
し
て
か
ら
、

間
も
な
く
こ
の
地
に
亭
堂
を
建
築
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

こ
の
「
階
台
銘
」
は
、
活
渓
の
東
北
に
あ
る
周
囲
一
一
一
四
百
歩
、
高

さ
八
九
十
尺
の
棋
は
明
快
な
岩
塊
に
つ
い
て
の
銘
で
あ
る
。
一
冗
結
は
こ
れ

に
「
噌
台
」
と
名
付
け
、
そ
の
頂
き
に
亭
堂
を
構
え
、
登
臨
し
て
は

桃
望
を
恋
に
し
、
楽
し
み
を
尽
く
す
の
で
あ
っ
た
。
銘
に
は
、

湘

淵

清

深

瀬

端

清

深

た

り

崎

台

階

段

踊

台

隙

陵

た

り

登
臨
一
長
望
党
臨
し
長
議
す
れ
ば

無
遠
不
尽
遠
き
と
し
て
尽
く
さ
ざ
る
は
無
し

と
あ
る
。
し
か
し
、
銘
は
続
い
て

誰
厭
朝
市
誰
か
獄
ふ
朝
市
に

銭
高
4

局
促
時
制
慾
せ
ら
れ
て
局
促
せ
る
を

借
哲
此
ム
ロ
君
に
此
の
台
を
借
し

査
縦
心
日
査
に
心
目
を
縦
ま
ま
に
せ
し
め
ん

と
世
俗
を
一
獄
、
っ
者
に
思
い
を
い
た
し
て
い
る
。
序
に
は
「
於
戯
、
古

人
有
畜
横
関
与
病
於
時
俗
者
、
力
不
能
築
高
台
以
降
眺
、
則
必
山
瀬

海
畔
、
仲
頚
歌
吟
以
自
暢
達
。
今
取
葱
石
、
将
為
時
台
、
葦
非
愁
怨
、

乃
一
附
好
也
。
(
於
戯
、
古
人
に
憤
簡
を
畜
ふ
る
と
時
俗
に
病
む
と
有

る
者
は
、
力
高
台
を
築
き
て
以
て
籍
桃
す
る
能
は
ず
ん
ば
、
別
ち
必

ず
山
爆
海
畔
に
、
頚
を
伸
ば
し
歌
吟
し
て
以
て
自
ら
暢
達
す
。
今
弦

の
石
を
取
り
て
、
将
て
時
台
と
為
す
は
、
蓋
し
愁
怨
に
非
ず
、
乃
ち

好
む
所
な
れ
ば
な
り

a

ご
と
あ
り
、
世
俗
に
お
け
る
不
通
感
や
疲
弊

し
た
心
を
癒
す
空
間
と
し
て
錯
台
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
一
元
結
自
身
は
、
「
非
愁
怨
、
乃
所
好
也
。
」
と
一
一
一
一
口
う
が
、
こ

う
し
た
表
現
か
ら
す
る
と
、
世
俗
と
の
乳
繰
か
ら
生
じ
た
様
々
な
患

い
が
措
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
培
台
は
、
そ
の
愁

(19) 



怨
を
癒
す
場
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
湾
総
州
銘
」
は
、
鴻
渓
の
入
り
口
に
あ
る
高
さ
六
十
余
丈
の
岩
塊

の
仁
川
に
建
て
ら
れ
た
小
笠
に
つ
い
て
の
銘
で
あ
り
、
刻
さ
れ
た
の
は

大
騒
三
年
(
七
六
八
)
で
あ
る
の

功
名
之
伍
功
名
の
伍
は

胤
既
得
茅
土
茅
土
を
得
る
を
寅
び

林
野
之
客
林
野
の
客
は

所
耽
水
お
耽
し
む
一
所
は
水
石
な
り

年
将
五
十
年
将
に
五
十
な
ら
ん
と
し

始
有
嬉
頗
始
め
て
躍
頗
有
り

情
心
自
適
心
に
協
ひ
て
自
適
し

い九
J

世
忘
情
世
と
情
を
忘
る

頗
傍
右
上
競
傍
の
一
わ
上

家
刻
此
銘
此
の
銘
を
築
刻
す

序
に
「
白
一
所
廠
者
遠
山
清
川
、
茸
所
願
者
水
声
松
吹
、
霜
朝
厭
者

様
、
日
、
方
議
一
蹴
者
清
風
。
(
自
に
厭
く
所
の
者
は
遠
山
祷
川
、
符
に

一
鰍
く
所
の
者
は
水
声
松
吹
、
一
抑
制
朝
に
一
蹴
く
者
は
謀
、
日
、
警
き
に
方
り

て
一
蹴
く
者
は
清
風
。
ご
と
一
一
一
一
口
う
よ
う
に
、
こ
こ
は
、
心
ゆ
く
ま
で
遠

山
清
川
の
眺
望
在
恋
に
し
、
流
れ
る
水
と
松
践
の
斉
を
開
き
、
銀
、
ぃ

朝
に
は
暖
か
い
日
が
援
し
、
議
い
日
に
は
清
ら
か
な
間
側
、
が
吹
く
と
こ

ろ
で
あ
り
、
心
を
楽
し
ま
せ
自
適
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
空
間
と
し

て
表
象
さ
れ
て
い
る

a

ま
た
、
冒
頭
の
盟
匂
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

こ
の
銘
に
お
い
て
は
、
世
信
と
の
対
峠
の
構
造
、
が
「
梧
ム
ロ
銘
」
の
ご

と
く
鮮
明
に
表
れ
て
い
る
こ
と
に
も
在
自
さ
れ
る
。
元
結
は
自
ら
を

「
林
野
之
客
」
と
し
て
位
置
づ
け
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
「
功
名

之
缶
」
と
対
置
す
る
こ
と
は
、
こ
の
自
適
の
世
界
、
が
、
世
信
と
の
対

跨
を
通
し
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

「
東
山
鹿
銘
」
は
、
培
台
の
西
側
の
巌
に
つ
い
て
の
銘
で
あ
る
。
銘

文
に
「
亭
午
巌
下
、
清
陰
一
史
寒
。
可
容
枕
湾
、
何
事
不
安
。
(
一
問
中
γ

午

農
下
、
清
陰
更
に
紫
、
し
。
枕
席
を
容
る
べ
く
、
何
事
か
安
ん
ぜ
ざ
ら

ん
や
。
ご
と
あ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
や
は
り
こ
の
地
も

自
適
の
空
間
と
し
て
表
象
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

(20) 

お
け
る
銘
が
明
ら
か
に
す
る
の
は
、
活
渓
が
、
自
ら
が
見

い
だ
し
、
自
ら
の
所
有
す
る
世
界
で
あ
り
、
世
俗
と
の
対
怖
を
通
し

て
構
築
さ
れ
た
自
適
の
空
間
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

…
冗
結
は
、
天
安
十
五
載
(
七
一
立
六
)
の
「
奥
泉
銘
」
を
は
じ
め
、
「
譲

渓
銘
」
、
「
杯
樽
銘
」
、
「
杯
樹
銘
」
、
「
退
谷
銘
へ
「
倒
防
護
岩
銘
」
、
「
俊

博
銘
」
、
「
朝
間
開
岩
銘
」
、
「
七
泉
銘
」
、
「
五
如
石
銘
」
「
丹
山
鹿
翁
宅
銘
」

と
い
っ
た
銘
を
制
作
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
銘
の
中
に
は
ち
濡
渓
に

お
け
る
作
に
似
て
、
対
象
と
な
る
水
お
の
世
界
を
称
美
し
、
そ
こ
に



者
い
ん
と
す
る
思
い
を
述
べ
る
も
の
が
あ
る
つ
例
え
ば
、

に
審
か
れ
た
「
丹
巌
翁
宅
銘
ヘ

瀧
水
米
尽
瀧
水
未
だ
尽
き
ず

瀧
山
描
峻
瀧
山
猶
ほ
峻
な
り

恕
見
淵
綿
忽
ち
見
る
淵
制
り

丹
巌
千
仰
丹
露
子
仰
な
る
を

鶴
橋
た
る
丹
躍

は
(
の
下
誰
か
家
す

門
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の
断
舟

作
作
仲
怜
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酔
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寸

不
知
幾
峯

烏
M
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羽
浦
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i
j
 

竹
幽
石
磁

泉
飛
一
戸
中

怪
石
綿
淵

稿
欄
石
殿

何
得
石
類

¥%川
afhMH叶
h
d
1
1
h
h
M

4
8剣
山
陀
悶
融

か
へ
お
引
い
次
、
、
二
J
A

A
R
H
い
'r中
j

↑

茅
字
を
東
西
せ
ん
と
欲
す

飲
啄
し
て
老
い
を
終
へ
ん
と
せ
、
ば

翁
も
亦
た
悦
び
て
許
さ
ん

世
俗
の
常
事

人
の
心
情
を
阻
む

躍
一
ト
に
俳
細
し

遂
に
此
の
銘
を
刻
す

水
石
に
開
閉
ま
れ
た
世
界
の
中
に
自
適
の
生
活
を
し
て

い
る
老
翁
と
と
も
に
、
自
ら
も
こ
の
世
界
に
老
い
ん
と
す
る
願
い
が

吐
露
さ
れ
て
い
る
の
し
か
し
、
「
世
俗
常
事
組
人
心
情
」
と
あ
る

よ
う
に
、
彼
は
道
州
刺
史
の
授
に
あ
り
、
も
と
よ
り
そ
れ
は
か
な
わ

ぬ
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
他
、
「
揚
華
山
石
銘
」
、
「
九
疑
万
単
一
十
、
不
如

問
問
輩
。
間
隔
輩
出
物
峰
、
草
川
下
可
家
。
縮
問
問
為
岩
一
、
岩
当
陽
端
。
山
石
高
気

情
、
調
深
泉
寒
。
陽
華
旋
回
、
山
今
巌
如
関
。
溝
総
松
竹
、
輝
映
水
石
。

尤
笠
逸
民
、
亦
箆
退
士
。
苔
欲
投
一
節
、
窮
老
於
此
。
:
:
:
(
九
疑
の

万
峯
も
、
陽
華
仁
如
か
ず
。
陽
撃
薪
峻
た
り
、
其
の
下
家
す
べ
し
。

洞
関
し
て
岩
を
為
し
、
山
石
は
楊
端
に
当
た
る
。
山
石
高
く
気
清
く
、
調

深
く
泉
寒
し
。
陽
華
旋
回
す
れ
ば
、
寄
巌
開
く
が
ご
と
し
。
溝
駿
の

松
竹
は
、
水
石
に
輝
映
す
。
尤
も
逸
民
に
宜
し
く
、
亦
た
退
士
に
宜

し
。
五
口
節
を
投
じ
て
、
此
に
窮
老
せ
ん
と
欲
す
。
:
:
:
)
」
等
も
そ

う
し
た
患
い
を
表
出
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
一
方
で
は
対
象
を
称
美
し
、
世
倍
に
対
す
る
競
諌
の
意
を

寓
す
る
作
品
、
が
官
官
か
れ
て
い
る
。
例
え
ば
宝
応
元
年
(
七
六
一
一
)
の

トヨ
J
H
l
'
1
し
に
i

/
ザ
サ
治
け
い
ぢ
割
445

で
は遂容1:m-l 

安Ij qliiJ人
此 j崇心
銘下情
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設杯
競樽
之銘
石」、

設
顛
の

一
昔
、
が
亭
上
に
在
り

天
拝
、
の
器
を
全
く
し

実
に
殊
状
有
り

資
の
ご
と
く
に
し
て
底
あ
り

似
傾
幾
敬
傾
く
に
似
て
幾
ど
軟
つ

非
曲
非
方
自
に
非
ず
方
に
非
ず

不
準
不
規
準
な
ら
ず
規
な
ら
ず

孟

公

高

鷲

孟

公

高

賢

に

し

て

命
日
弥
樽
命
づ
け
て
杯
樽
と
臼
ふ

漫

喪

作

銘

擾

受

銘

を

作

り

当
欲
何
一
一
一
一
口
当
に
何
を
か
一
一
一
回
は
ん
と
欲
す
べ
き

時
俗
漉
校
時
俗
は
溌
校
に
し
て

日
益
偽
薄
日
び
益
ま
す
偶
薄
た
り

誰
能
杯
飲
誰
か
能
く
杯
飲
し

共
J

守
山
得
楼
此
ハ
に
浮
撲
を
守
ら
ん

は
、
焚
水
の
ほ
と
り
に
あ
る
奇
怪
な
石
に
人
為
を
施
さ
ぬ
質
朴
さ
を

見
い
だ
し
、
乱
れ
て
類
廃
し
た
世
俗
に
対
し
て
太
吉
の
純
朴
さ
を
守

ろ
う
と
す
る
思
い
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
が
、
問
時
に
世
俗
に
対
し

て
淳
朴
さ
を
守
る
こ
と
を
求
め
る
規
諒
の
意
も
寓
さ
れ
て
い
る
。
ま

天
全
其
器

実
有
殊
状

た
、
規
諌
の
意
識
が
よ
り
鮮
明
に
表
れ
た
銘
も
制
作
さ
れ
て
い
る
。

不
為
人
白
人
臣
と
為
ら
ず
ん
ば

老
死
山
谷
山
谷
に
老
死
せ
ん

毘
於
入
者
人
に
臣
た
る
者
は

不
就
汚
一
辱
汚
辱
に
就
か
ざ
れ

我
命
認
泉
我
諒
泉
と
命
づ
く
る
は

勧
人
事
君
人
に
勧
め
て
君
に
事
へ
し
む
る
な
り

来
激
泉
流
来
り
て
泉
涜
に
獄
、
ぎ

願
為
忠
臣
願
は
く
は
患
毘
と
為
ら
ん
こ
と
を
(
認
泉
銘
)

こ
の
銘
は
、
道
州
刺
史
の
任
に
あ
っ
た
時
、
道
州
の
城
郭
の
東
に

あ
っ
た
七
つ
の
泉
流
を
称
美
し
た
中
の
一
つ
で
あ
る
。
泉
に
「
認
泉
」

と
名
付
け
、
汚
辱
に
予
を
染
め
て
は
な
ら
ぬ
と
、
人
臣
た
る
も
の
の

あ
り
方
を
述
べ
る
規
諌
の
作
で
あ
る
。
「
七
泉
銘
」
の
う
ち
の
「
癒

泉
銘
」
「
訪
泉
銘
」
「
護
泉
銘
」
「
湾
泉
銘
」
も
、
そ
う
し
た
規
諌
の

意
を
託
し
て
官
官
か
れ
て
い
る
。

水
石
を
対
象
と
し
た
元
結
の
銘
は
、
い
ず
れ
も
人
為
を
加
え
な
い

奇
怪
な
水
石
を
見
い
だ
し
て
称
美
し
、
そ
こ
に
規
諒
の
意
図
を
込
め
、

あ
る
い
は
そ
の
世
界
に
あ
る
響
、
び
を
述
べ
、
さ
ら
に
は
穏
遁
へ
の
患

い
を
吐
露
す
る
も
の
と
し
て
制
作
さ
れ
て
い
る
。
活
渓
に
お
い
て
も

規
諌
の
意
を
寓
す
る
銘
が
高
か
れ
る
可
能
性
は
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

し
か
し
、
少
な
く
と
も
現
存
の
銘
か
ら
す
る
限
り
、
彼
は
、
社
会
へ
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の
規
訴
の
意
を
表
出
し
よ
う
と
は
せ
ず
、
活
渓
を
自
ら
の
所
有
す
る

自
適
の
空
間
と
し
て
意
識
的
に
表
象
し
た
よ
う
で
あ
る
の

「
大
時
間
中
興
煩
」
は
、
潟
水
を
校
来
す
る
者
が
望
む
こ
と
が
で
き

る
こ
の
地
の
摩
爆
に
刻
さ
れ
た
。
こ
の
頒
が
刻
さ
れ
た
理
由
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
に
、
さ
ら
に
規
読
の
表
現
を
支
え
て
い
る
元
結
の
調

識
の
文
学
織
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
こ
と
と
し
た
い
の

鈴
木
修
次
氏
は
、
中
藤
の
文
学
の
特
色
を
文
学
に
お
け
る
合
理
性

{8} 

の
追
求
で
あ
る
と
し
、
そ
の
掠
鱗
を
元
結
に
見
て
い
る
。
氏
の
指
摘

は
、
例
え
ば
勝
代
訂
文
の
展
開
に
お
い
て
、
と
も
す
れ
ば
孤
立
し
て

い
る
と
さ
れ
る
元
結
の
文
学
を
、
感
代
文
学
の
流
れ
の
な
か
に
明
確

に
佼
撞
づ
け
る
も
の
で
あ
り
、
元
結
の
文
学
を
と
ら
え
る
視
践
を
呈

示
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
鈴
木
氏
は
、
柳
宗
一
冗
の
場
合
、
合
理

性
の
追
求
は
詩
文
に
お
い
て
模
索
さ
れ
た
が
、
こ
の
う
ち
詩
に
お
い

て
は
そ
れ
が
む
し
ろ
文
学
の
可
能
性
を
広
げ
る
方
向
に
な
さ
れ
た
と

指
摘
す
る
。
こ
の
、
合
理
性
の
追
求
と
い
う
営
み
、
表
現
行
為
と
そ

の
結
果
が
、
表
現
者
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
重
み
を
持
っ
て
い
た
か

と
い
う
こ
と
は
、
元
結
の
文
学
を
考
え
る
上
に
お
い
て
も
根
抵
的
な

視
点
で
あ
る
。

(
り
)

元
結
は
、
族
兄
の
一
冗
徳
秀
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。
歌

一
議
の
社
会
的
な
機
能
に
つ
い
て
も
、
や
は
り
天
宝
六
載
(
七
四
七
)
、

元
徳
秀
が
玄
宗
の
前
で
嬢
倒
の
民
の
塗
炭
の
苦
し
み
を
歌
っ
た
「
子

第
」
に
よ
っ
て
穣
州
料
史
が
霊
迭
さ
れ
た
と
い
う
事
件
な
ど
に
影
響

を
受
け
つ
つ
、
認
識
を
深
め
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
特
に

表
現
に
お
い
て
は
、
「
系
楽
府
」
十
二
首
の
序
に
「
尽
歓
怨
之
声
者
、

河
以
上
感
於
上
、
下
化
於
下
。
(
歓
怨
の
声
を
尽
く
す
者
は
、
以
て

上
は
上
を
感
ぜ
し
め
、
下
は
下
を
化
す
べ
し
。
)
」
と
あ
る
よ
う
に
、

歓
怨
の
表
出
を
震
ん
じ
て
い
た
。
初
期
の
作
品
で
あ
る
天
宝
五
載

(
七
四
六
)
の
「
関
荒
詩
」
で
は
、
陪
代
の
怨
嵯
の
歌
に
つ
い
て
「
自

得
惰
人
歌
、
毎
為
隣
府
君
差
。
欲
歌
当
陽
春
、
似
党
天
下
秋
。
更
歌
曲

未
終
、
知
有
怨
気
浮
。
奈
何
昏
王
心
、
不
覚
此
怨
尤
。
(
情
人
の
歌

を
得
て
よ
り
、
毎
に
陪
君
の
為
に
蓑
づ
。
歌
は
ん
と
欲
す
れ
ば
陽
春

に
当
た
り
て
、
天
下
の
秋
を
覚
ゆ
る
に
似
た
り
。
一
更
に
歌
ひ
て
由
来

だ
終
は
ら
ざ
る
に
、
怨
気
の
浮
か
ぶ
有
る
が
ご
と
し
。
奈
何
ぞ
昏
王

の
心
、
此
の
怨
尤
を
党
ら
ざ
る
。
ご
と
、
階
人
の
歌
謡
に
込
め
ら
れ

た
怨
曜
の
す
さ
ま
じ
さ
に
繁
き
、
人
々
の
こ
れ
ほ
ど
の
怨
嵯
を
な
ぜ

場
帯
、
が
悟
ら
な
か
っ
た
の
か
と
、
疑
問
を
提
示
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
表
現
、
あ
る
い
は
「
二
嵐
詩
論
」
に
「
客
有
問
元
子
臼
、
子
著
二

風
詩
何
也
。
日
、
吾
欲
極
帝
王
理
乱
之
道
、
系
古
人
規
誠
之
流
。
(
客

に
元
子
に
問
問
ふ
有
り
て
臼
は
く
、
子
二
日
制
詩
を
著
す
は
何
ぞ
や
、
と
。

日
は
く
、
苔
帝
王
理
乱
の
道
を
ほ
恨
め
、
古
人
規
認
の
掠
れ
を
系
、
が
ん
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と
欲
す
、
と
。
ご
と
あ
る
こ
と
等
か
ら
す
る
と
、
一
光
結
は
ち
早
い
時

期
に
歌
謡
の
社
会
的
な
機
能
に
対
し
て
確
国
た
る
認
一
識
を
持
っ
て
い

た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
文
学
は
社
会
に
お
い
て
如
何
な
る
機
能

を
は
た
す
べ
き
で
あ
る
か
と
い
う
合
理
性
の
追
求
は
、
元
結
に
お
い

て
は
そ
の
文
学
活
動
の
始
め
に
あ
っ
て
、
確
思
た
る
信
念
と
な
っ
て

い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
う
し
た
歌
謡
に
つ
い
て
の
確
信
は
、
天
宝
十
載
(
七
五
一
)
の

「系
a

洲
市
府
」
十
二
首
、
広
抱
一
一
年
(
七
六
四
)
の
「
穏
路
行
」
と
し

て
結
実
す
る
こ
と
と
な
る
。
「
系
楽
府
」
に
は
、
歓
怨
を
尽
く
し
た

表
現
が
主
上
を
動
か
し
、
作
品
に
託
さ
れ
た
自
ら
の
思
い
が
嘉
納
さ

れ
る
こ
と
を
願
う
気
持
ち
も
託
さ
れ
て
お
り
、
「
一
脅
援
行
」
は
、
道

州
の
人
々
の
窮
状
と
刺
史
と
し
て
の
自
ら
の
立
場
と
決
意
を
述
べ
、

そ
れ
が
嘉
納
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
響
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

に
も
注
目
さ
れ
る
の
こ
う
し
た
表
現
は
、
歌
謡
に
対
す
る
確
信
を
前

提
と
し
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
系
楽
府
」
十
二
話
、
「
脊
陵

行
」
は
、
唐
代
の
新
楽
府
の
先
縦
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
る
が
、
元

結
に
と
っ
て
歌
穏
と
い
う
表
現
様
式
が
単
に
方
法
と
し
て
選
択
さ
れ

た
外
的
な
も
の
で
は
な
く
、
彼

J

日
白
河
の
中
に
お
い
て
い
わ
ば
内
在
化

さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
こ
そ
、
そ
の
特
色
が
あ
る
の

で
あ
る
。

市
町
仇
斗
A

出、

f
1
t
b
 

一時…

pv」
制
作
し
た
あ
と
、

。〉

際
だ
っ
た
議
論
の
作
品
を
書
か
な
く
な
っ
た
。
そ
の
理
由
は
明
ら
か

で
は
な
い
が
、
永
泰
一
冗
年
(
七
六
五
)
の
「
別
何
口
県
外
」
詩
に
、
一
戸

部
員
外
部
可
湯
治
の
税
の
徴
収
の
寛
大
さ
を
称
え
た
後
に
、

吾
欲
探
時
謡

為
公
伏
奏
世
一
一
間

但
恐
抵
志
議

未
知
育
穏
無

五
口
時
認
を
探
り
て

公
の
為
に
伏
し
て
蓄
を
奏
せ
ん
と
欲
す

但
だ
忌
誇
に
抵
る
る
を
恐
れ

未
だ
背
て
聴
く
か
無
か
を
知
ら
ず

と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
二
編
に
な
ん
ら
か
の
要
因
が
あ
っ
た
こ

と
が
窺
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
何
員
外
の
寛
大
さ
を
称
え
る
時
謡
の
中

に
あ
る
は
ず
の
過
酷
一
な
徴
税
に
苦
し
む
人
々
の
怨
嵯
の
声
の
表
現
が

朝
廷
の
忌
誇
に
触
れ
る
と
い
う
の
で
あ
り

9

、
こ
の
作
品
は
、
「
蕎
陵

行
」
も
し
く
は
「
賊
退
一
不
官
吏
」
の
表
現
、
が
、
朝
廷
に
な
ん
ら
か
の

勢
を
及
ぼ
し
た
可
能
性
を

J

一
小
唆
し
て
い
る
。

こ
の
二
…
織
の
後
、
元
結
の
作
品
は
誇
に
お
い
て
は
隠
逸
へ
の
志
向

す
る
も
の
が
多
く
な
る
一
方
で
、
先
に
挙
げ
た
よ
う
な
規
諌

託
し
た
銘
が
脅
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ゆ
く
。
そ
う
し
た
銘

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、
殊
に
認
論
に
対
す
る

ら
さ
ら
に
見
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

品
潟
、
ま

i
l
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不
能
救
時
患
、
調
論
以
全
態
。

の
者
は
、
世
と
党
に
何
ぞ
異
な
る
の
時
患
を
救
ふ
能
は
ず
ん

ば
、
調
議
し
て
以
て
意
を
全
ふ
す
。
)
」
と
い
う
匂
に
端
的
に
示
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
作
品
が
書
か
れ
た
安
応
二
年
(
七
六
三
)
、
彼
は
、

母
の
老
い
る
を
以
て
帰
護
を
許
さ
れ
、
荊
南
節
度
判
官
水
部
員
外
郎

を
辞
し
、
武
日
間
の
焚
水
の
ほ
と
り
に
あ
っ
て
臼
過
の
日
々
を
過
ご
し

て
い
た

Q

こ
の
詩
は
、
孟
彦
深
か
ら
「
一
花
次
山
印
刷
武
問
問
之
焚
山
新
春

大
勢
以
詩
問
之
」
詩
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
中
に
認
論
の
表
現
を
読
み

と
っ
て
そ
れ
を
称
え
た
も
の
で
あ
る
の

こ
の
匂
か
ら
す
る
と
、
元
結
は
、
時
代
の
さ
ま
ざ
ま
な
苦
難
を
救

う
こ
と
が
で
き
な
い
特
に
、
調
論
と
い
う
表
現
行
為
を
過
し
て
、
自

ら
の
思
い
を
全
う
す
る
、
と
い
う
よ
う
に
考
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
一
冗
絡
の
晩
年
に
は
、
詩
や
記
銘
の
制
作
を
通
し
て
自
ら
の
悲
憤

(
ゆ
}

を
癒
す
と
い
う
構
造
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
「
全
意
」
と
い
う
こ
と

ば
は
、
瓢
総
と
い
う
表
現
行
為
に
よ
っ
て
生
じ
る
充
足
感
を
も
含
ん

で
い
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、

何
時
期
の
作
品
「
織
常
警
官
…
」
詩
に
、
「
山
沢
多
飢
入
、

関
車
多
壊
慮
。
戦
争
艮
来
患
、
徴
紋
何
時
足
。
不
能
救
人
患
、
不
合

食
一
大
索
。
(
山
沢
一
に
飢
人
多
く
、
慰
霊
に
壊
麗
多
し
。
戦
争
乱
つ
未

だ
患
ま
ず
、
徴
紋
仰
れ
の
時
に
か
足
ら
ん
。
人
の
患
ひ
を
救
ふ
能
は

ず
ん
ば
、
合
に
天
の
葉
を
食
ら
ふ
べ
か
ら
ず
。
ご
と
あ
る
が
、
「
一
時

こ
の
「
人
患
」
と
等
し
く
、
安
史
の
乱
に
端
を
発
し
た

戦
乱
、
が
い
ま
だ
終
息
せ
ず
、
厳
し
い
徴
紋
に
あ
え
ぐ
人
々
が
満
ち
て

い
る
状
況
を
い
う
の
元
結
は
そ
れ
を
救
う
の
は
宮
に
あ
る
者
の
務
め

で
あ
る
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
務
陵
行
」
が
警
か
れ
た
と
き
、
元
結
は
道
州
刺
史
の
任
に
あ
り
、

「
時
患
」
を
救
う
べ
き
立
場
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
序
に
よ
れ
ば
、

彼
の
も
と
に
は
中
央
か
ら
の
徴
紋
の
督
促
が
次
々
と
印
刷
く
一
方
で
、

道
州
の
人
々
は
戦
乱
に
よ
っ
て
塗
炭
の
苦
し
み
を
な
め
て
い
た
。
無

論
元
結
は
時
患
を
救
う
た
め
に
刺
史
と
し
て
科
率
の
減
免
を
願
う
上

奏
文
「
奏
免
科
率
状
」
を
中
央
に
奉
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
お
そ
ら

く
第
五
靖
、
一
冗
載
ら
が
権
樹
を
握
る
現
状
に
お
い
て
は
、
道
州
の
良

の
罰
苦
を
救
う
の
に
そ
れ
で
は
十
分
で
は
な
い
と
判
断
し
、
さ
ら
に

歓
怨
を
尽
く
し
た
表
現
に
よ
っ
て
下
情
を
伝
え
、
上
を
感
増
せ
し
め

ん
と
し
て
「
香
陵
行
」
が
審
か
れ
た
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
後
、
元
結
は
、
前
に
挙
げ
た
よ
う
に
「
七
泉
銘
」
の
よ
う
な

規
諒
の
作
を
著
す
よ
う
に
な
っ
て
ゆ
く
が
、
そ
れ
は
、
銘
に
よ
る
表

現
に
よ
っ
て
規
諒
の
意
を
全
う
し
て
い
た
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ

う
。
え
結
に
と
っ
て
銘
や
記
は
規
諒
の
意
を
託
す
手
段
で
あ
り
、
文

学
を
合
理
的
に
と
ら
え
る
と
い
う
点
で
は
そ
の
と
お
り
な
の
で
あ
る

が
、
そ
の
営
み
は
自
ら
の
骨
肉
と
し
て
内
在
化
し
て
お
り
、

外
的
な
手
段
と
し
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
。
彼
は
、

と
は
、
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世
界
に
あ
っ
て
自
適
の
患
い
を
表
出
す
る
こ
と
を
通
し
て
の
み
で
は

な
く
、
規
諌
の
意
を
尽
く
す
と
い
う
表
現
行
為
の
う
ち
に
お
い
て
も
、

悲
憤
や
不
通
感
を
癒
し
、
自
ら
を
充
足
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ

こ
に
自
ら
の
あ
り
方
を
独
善
、
兼
済
と
裁
然
と
規
定
し
得
た
中
躍
の

詩
人
た
ち
と
は
異
な
る
元
結
の
姿
と
そ
の
文
学
の
到
達
点
が
あ
る
の

で
あ
る
。

お
わ
り
に

「
大
協
同
中
興
頒
」
の
末
九
旬
、

能
令
大
君
能
く
大
君
を
し
て

声
容
一
治
一
向
声
容
一
郎
一
似
た
ら
し
む
る
は

不
在
斯
文
斯
の
文
一
に
ん
仕
ら
ざ
ら
ん
や

湘
江
東
西
湘
江
東
部
し

中
護
活
渓
中
一
治
渓
に
渡
り

石
山
康
夫
斉
石
援
は
一
大
と
斉
し

一
吋
熔
可
鱗
耀
く
べ
く
鱗
る
べ
し

刊
此
頒
蒋
此
の
頒
を
刊
め
ば

何
千
万
年
何
ぞ
千
万
年
の
み
な
ら
ん
や

は
、
中
腿
ハ
を
果
た
し
た
粛
宗
の
感
徳
の
称
美
と
、
朝
廷
に
好
臣
が
は

び
こ
り
間
政
を
乱
し
ち
賞
罰
が
適
正
を
欠
き
、
君
臨
が
君
離
す
る
こ

と
を
戒
め
ん
と
す
る
規
諌
の
意
と
を
永
久
に
伝
え
よ
う
と
す
る
患
い

が
吐
露
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
中
間
の
三
匂
は
清
渓
の
摩
山
産
、
が

頒
を
刻
す
る
の
に
相
応
し
い
場
所
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
こ
の
頒
を

活
渓
と
い
う
自
適
の
空
間
に
刻
す
る
こ
と
で
、
元
結
は
、
世
に
対
す

る
規
諌
の
意
を
全
う
し
、
そ
こ
に
深
い
充
足
感
を
得
て
い
た
こ
と
で

あ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
れ
は
彼
の
晩
年
の
文
学
の
構
造
と
等
し
い
も
の

で
あ
っ
た
。
頒
の
刻
さ
れ
た
の
が
死
の
前
年
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
あ

た
か
も
そ
の
文
学
の
到
達
点
を
も
象
徴
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

注(
l
)
フ
去
一
概
『
大
路
畑
中
興
、
頒
』
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
」

第
六
回
号
中
箆
文
化
学
会
一
一

O
O六
)

(2)
孫
望
司
元
次
山
年
譜
』
(
古
典
文
学
出
版
社
一
九
五
七
)

(
3
)
楊
承
祖
「
元
結
年
譜
」
(
円
一
冗
結
研
究
』
揚
承
福
督
問
立
編
訳

館
主
編
出
版
二

O
O
二
)

{4)
桂
多
議
『
活
渓
忘
』
(
湖
南
人
民
出
版
社
二

O
O
四
)

(5)
校
多
捺
前
掲
鍔

(
6
〉
桂
多
議
前
掲
警
に
よ
る
。

(7)
濃
渓
に
お
け
る
銘
の
本
文
は
、
孫
望
著
明
一
光
次
山
山
築
』
(
中
華
審

問

一

九

六

O
)
に
よ
っ
た
が
、
部
、
経
多
諜
著
『
一
得
渓
志
』
に

よ
っ
て
改
め
た

β

(8)
鈴
木
修
次

(
明
中
国
文
化
』

(26) 

(
町
東
京
教
南
大
学
文
学
部
紀
要
忠
文

東
京
教
背
大
学
文
学
部
九
七



後
に
『
謄
代
詩
人
論
』
下
巻
鳳
出
版
九
七
三
)

(9)
以
下
の
論
述
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
元
結
詩
小
論

i

g例腕(』

間
首
と
司
系
楽
作
h

十
二
首
に
つ
い
て
」
(
町
中
間
一
文
化
』
第
六
O

号

中

間

文

化

学

会

二

O
O
二
)
、
「
元
結
の
司
番
線
行
』
と
明
減

退
示
官
吏
』
に
つ
い
て
」
(
『
千
葉
大
学
教
脊
学
部
研
究
紀
袈
h

第
四

五
巻
nu
人
文
社
会
科
学
縦
一
九
九
七
)
を
参
照
。

(
叩
)
拙
稿
「
一
応
結
の
詩
文
に
お
け
る
水
石
へ
の
志
向
に
つ
い
て
」
(
明
日

本
中
国
学
会
報
』
第
四
一
…
日
本
中
留
学
会
九
九
一
)
参
照
。

(
千
葉
大
学
)

(27) 
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